
 

 

「情報公開文書」 

 
課題名：胸部 X線写真による骨密度推定技術を用いた妊娠後骨粗鬆症の実態調査および関
連要因の検討 
 
１．研究の対象 

2012年～23年に東北大学病院周産期母子医療センターにて分娩をした女性 
 

２．研究期間 
2023年7月（倫理委員会承認後）～2028年3月 

 
３．研究目的 

1）妊娠期の骨粗鬆症および骨減少症の有病率を明らかにする。 
2）妊娠期の骨密度に関連する産科的要因を同定する。 

 
４．研究方法 

2012年 1月～2023年 7月末に、通常の診療の範囲内で診療録・助産録に保存され
た属性、妊娠・分娩に関する情報と、胸部 X線写真の画像データを抽出する。 

 
５．研究に用いる試料・情報の種類 
（1）助産録、診療録 

患者 ID、年齢、身長、非妊時体重、分娩時体重、現病歴、妊娠分娩歴、不妊治療
の有無・内容、妊娠分娩合併症、現在使用中の薬剤、妊娠中の喫煙の有無・本数、妊
娠中の飲酒の有無・量、国籍、妊娠前の月経周期・規則性、前回の出産時の授乳方法、
血液検査所見、分娩週数、胎数、児の性別、児の体格（身長・出生時体重・頭囲・腹
囲）、児の栄養方法 

 
(2) 胸部Ｘ線写真 

対象となる妊娠・分娩の初診日から出産までの間に撮影された胸部Ｘ線写真 
 
６．外部への試料・情報の提供 
胸部 X線画像からの骨密度推定は iSurgery株式会社へ解析を委託する。iSurgery株式会

社には画像および年齢情報のみ提供し、本研究目的以外には使用しないこと、解析終了後に
全て消去することを契約締結する。 

 
 



 

 

７．研究組織 
研究代表者 
川尻舞衣子 東北大学大学院医学系研究科ウィメンズヘルス・周産期看護学分野 助教 

研究分担者 
吉田美香子 東北大学大学院医学系研究科ウィメンズヘルス・周産期看護学分野 准教授 
武石陽子  東北大学大学院医学系研究科ウィメンズヘルス・周産期看護学分野 助教 
中村康香  東北大学大学院医学系研究科ウィメンズヘルス・周産期看護学分野 准教授 
齋藤昌利  東北大学大学院医学系研究科産科学・胎児病態学分野 教授 
志賀尚美  東北大学病院周産母子センター 講師 
大平貴子  東北大学病院看護部東 6階病棟 助産師・師長 

 
研究費用 
科学研究費補助金（研究代表者：川尻舞衣子、研究課題名「授乳期女性の骨密度減少量を
予測するアルゴリズムの構築」） 

 
８．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望

があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計
画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出
ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究代表者 川尻舞衣子 
東北大学大学院医学系研究科ウィメンズヘルス・周産期看護学分野 助教 
〒980-0802 宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1 
TEL 022-717-7933 


